
日本天文学会2006年春季年会

T01a すざく衛星によるFornax座銀河団の観測
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酸素は II型超新星のみから合成されるため、銀河団ガスの酸素の量を調べることは、銀河団で II型超新星がど
れだけおこったかに直接迫ることができる。近年、XMM衛星により銀河団や銀河群の中心部の酸素/硅素/鉄比
が明らかになってきた。その結果、最近の cD銀河では、Ia型超新星が硅素を多く合成する必要があることがわ
かった。しかし、中心部以外、銀河団ガスそのものに含まれる酸素の分布についてはほとんどわかっていない。
今回、我々は、すざく衛星による Fornax座銀河団の観測結果について報告する。Fornax座 銀河団は、我々か
ら乙女座銀河団についで近い小銀河団である。すざく衛星搭載XISの利点は広がった天体に対する酸素の輝線領
域のエネルギー分解能と低いバッググラウンドであり、「すざく」衛星により、はじめて Fornax座銀河団の cD銀
河と銀河団ガスの酸素の分布が正確に求められた。また、楕円銀河 NGC 1404のガスのアバンダンスも同時に測
定された。共通して、酸素と硅素の比は太陽の半分以下と小さく、一方硅素と鉄の比は太陽程度であった。つま
り、cD銀河周辺だけではなく、楕円銀河や、Fornax座銀河団の銀河団ガスでも、硅素を多く合成する Ia型超新
星の寄与が多いことがわかった。
銀河群や温度が低い銀河団では、あすか衛星を用いていくつかの銀河群からハード成分が検出された。Fornax
座銀河団は、あすか衛星により特に強いハード成分が検出されたものの一つである。すざく衛星の観測結果につ
いても報告する。


